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自他の利得バランスに対する選好を表す社会的




てきた（主要なレビューとして Au & Kwong,
2004 ; Bogaert, Boone, & Declerck, 2008 ; McClin-
tock & Van Avermaet, 1982 ; Murphy & Acker-













ることが指摘されている（Bogaert et al., 2008 ;
Murphy & Ackermann, 2014）。そこで本稿では、


















































は、初期には social orientations, social values, so-
cial motives, motivational orientations, interpersonal
motivations，などと様々に呼ばれてきた。しかし
現在の社会心理学、とりわけ社会的ジレンマ研究
では social value orientation（SVO）の呼称が定着















機（aggressive : McClintock, Messick, Kuhlman, &






















がそれぞれ－1, 0, 1の場合を考えると、図 1に示
すような代表的な 8 つの SVO が生成される




（Wyer, 1969）や、自他の利得格差 x y に対す
る重みづけを導入したモデル（Knight & Dubro,












図 1 SVO の概念図
（McClintock & Van Avarmaet, 1982を元に作成）


















はより多く提供し（たとえば De Cremer & van
Dijk, 2002 ; De Cremer & Van Lange, 2001 ; De
Cremer & Van Vugt, 1999 ; McClintock & Lie-
brand, 1988 ; Smeesters, Warlop, Van Avermaet,
Corneille, & Yzerbyt, 2003）、take-some 型のゲー
ムや共有地のジレンマでは取り分を少なくする
（たとえば Kramer, McClintock, & Messick, 1986 ;
Pruyn & Riezebos, 2001）。Balliet, Parks, & Joire-
















が明らかになっている（Van Vugt, Meertens, &
Van Lange, 1995 ; Van Vugt, Van Lange, & Meer-
tens, 1996）。向社会的な者は公共交通を選ぶ理由
として環境配慮的理由を挙げる傾向があり（Van
Vugt et al., 1996）、他者も公共交通を選択してい
る場合に自分も公共交通を好む傾向が高まる




助で SVO の違いがみられている（Van Lange,









































相手に対して非協力をとる（Smeesters et al. ,




る（De Bruin & Van Lange, 1999 ; Van Lange &















（Declerck & Bogaert, 2008）。近年では、向社会的
な者と向自己的な者では囚人のジレンマをプレイ
しているときの脳活動に違いがあることが指摘さ
れているほか（Emonds, Declerck, Boone, Seurinck,
& Achten, 2013 ; Emonds, Declerck, Boone, Van-
dervliet, & Parizel, 2011）、不平等分配に対する扁
桃核や側坐核の活動が、向社会的な者において大
きいことも明らかになっている（Haruno & Frith,
2010 ; Haruno, Kimura, & Frith, 2014）。さらに、
利他行動との関連が深いオキシトシン受容体の遺
伝子多型が向社会的 SVO と関連しているとのデ
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的要素を除いた単純な選択課題が用いられるよう
になった。これが以下に述べる分解型ゲーム（de-























が競争的、B が協力的、C が個人主義的 SVO を
反映している。具体的には、各選択肢を選んだ場
合の協同利益は、選択肢 A で 600（＝500＋
100）、選択肢 B で 1000（＝500＋500）、選択肢
C で 850（＝550＋300）となることから、協力的
SVO を持つ者は協同利益を最大化する B を選択
すると考えられる。自己利益は選択肢 A, B, C の
順に 500, 500, 550であるため、選択肢 C が個人
主義的選好を最大化することがわかる。相対利益
は選択肢 A で 400（＝500－100）、選択肢 B で 0
（＝500－500）、選択肢 C で 250（＝550－300）






game : Messick & McClintock, 1968）












である利他的動機（Maki & McClintock, 1983）、





らなる triple dominance game である（詳細な手続
きのまとめは Van Lange et al., 1997を参照）。こ
れは上述の J/O/R 型のゲームを 9試行実施し、そ


































dominance game で測定される SVO には一定の安
定性が確認されており、一週間から半年程度の時
間をおいて測定しても、70％から 75％程度の個
人が同一の SVO に分類される（Murphy, Acker-
mann, & Handgraaf, 2011 ; Van Lange & Semin-
Goossens, 1998）。外的測度との関連についての知
見は少なく、あまり一貫していないが、以下の点










Cunha, 1986）。権威主義傾向と向社会的 SVO は
負の関係にある（Parks, 1994）。










































いて、現在主流となっている 9試行の triple domi-
nance game を考案した Van Lange は、協力的
SVO と平等的 SVO は密接に関連しており、向社
会的な者は他者の利益を考慮すると同時に格差最
小化による平等の実現にも動機づけられていると
論じている（Van Lange, 1999 ; Van Lange, De Cre-
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SVO を持つ者にとってだけでなく、向自己的な
SVO を持つ者にも重要な価値だとの指摘もされ












として triple dominance game と並んでよく知られ
ているものに、リング・メジャー（ring measure :
Liebrand, 1984）がある。すでに述べたように、



















は一貫した反応が 60％未満、後には SVO ベク
トルの長さ（反応の内的一貫性を示す）が円周直
径の 4分の 1未満（McClintock & Liebrand, 1988）


















































（3 : 2）」「平等（3 : 3）」「利他的であり、協同利
益を多くする（3 : 4）」ことを反映している。
Kagan（1984）のまとめによれば、2 日～5 日






























































係数 a を求めるために Sawyer（1966）が用い
た方法はやや煩雑である。回答者である学生は、
自分ともう一人の学生の二人がセミナーを受講






社 会 学 部 紀 要 第120号― ４０ ―



































この手法の特徴は、SVO を係数 a というひと
つの値に要約したところにある。しかし Murphy
& Ackermann（2014）は、順位に基づいて算出さ











U  aRs bRo c (Rs Ro )










U  w1Rs w2(1)Rs w3Ro 
Rs 0のとき 1 Rs 0のとき 0
個人主義的な SVO では w1 w2 が正の大きな値
をとり、w3 はゼロに近くなる。向社会的な SVO
では w1 w2 w3 のすべてが正の同程度の大きさの























































かつ c  d  0 の場合を示している（Grzelak,
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d．順位相関法（Iedema & Poppe, 1994 b, 1994 c,
1995）














は、参加者の SVO と 6つの理論的な SVO の関
連性を表すものと解釈できる。相関係数は－3～
＋3の値をとる Fisher の z 得点に変換され、一
定の基準を満たせば最も高い z 得点を示す SVO
に分類される。分類される基準としては、相関係
数 0.5（z 得点 0.55、Iedema & Poppe, 1994 b, 1994
c）、0.707（z 得点 0.881、分散の 50％ を説明す





シミン SVO を含む SVO を理論的に設定するこ
とができる。また、最終的にはカテゴリ値を導く









































第一に、triple dominance game での反応を量的
に指標化しようとする事例がある。たとえば協力










March 2015 ― ４３ ―
のような指標化は、選好の一貫性を選好の大きさ
として解釈していることになる。Murphy & Ack-









































triple dominance game でも同様である。この手法
は、現時点で公刊されている研究を見る限り、開
発者および共同研究者によってしか使用されてい







た SVO スライダー法がある。SVO スライダー法
は、6項目だけで主要な SVO を測定することが
できる（図 4）。個々の項目の形態は、Tajfel, Bil-






を示す 4つの SVO のうちの 2つを対にして連続
体の両端に配置したものになっており、図 5に示






SVO スライダー法での SVO の指標は、自他の
利得への重みづけ空間上の SVO ベクトルの角度
であり、下の式で求められる（分配した利得の平
図 3 サークル・テスト（Sonnemans, van
Dijk, & van Winden, 2006）
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に応じて 4つの SVO に類型化することも可能で図 5 SVO スライダー法の基本 6項目の図式的表現
図 4 SVO スライダー法（Murphy, Ackermann, & Handgraaf, 2011）




















Murphy et al.（2011）によれば、SVO スライダ
ー法による測定結果は比較的安定しており（一週
間間隔での再検査信頼性が 0.915、カテゴリの一




で済み、triple dominance game よりも効率的であ
ることから、既に開発者の研究グループ以外にも
利用が広まっている（Fiedler, Glöckner, Nicklisch,
& Dickert, 2013 ; Grund, Waloszek, & Helbing,
2013 ; Halevy, Cohen, Chou, Katz, & Panter, 2014 ;
Kinnunen & Windmann, 2013 ; Schmid et al. ,




































図 6 SVO スライダー法のオプション 9項目の図式的
表現
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Current Issues in the Measurement of Social Value Orientation
ABSTRACT
Social psychologists have long recognized that there are individual differences in
the concern for others’ outcomes in interdependent situations. Measuring the magnitude
of these self-regarding and other-regarding preferences, “ social value orientation
(SVO)”, has been of interest not only to social psychologists but also many social sci-
entists. In this paper, I review the vast number of findings of SVO and prosocial be-
havior, and survey several different measurement methods that have been developed so
far. I then discuss the relationship between the theoretical model and measurement
method of SVO and question the uncritical use of the traditional prevailing measure-
ment method. I conclude with a few suggestions on switching to some new methods
under development to bridge different scientific disciplines concerned with people’s so-
cial preferences.
Key Words: Social value orientation, prosocial behavior, altruism
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